
 

 

 

 毎年の日本では 8月は平和を願う月になっています。１９４５年３月の東京下町へ庶民へのアメリカ軍の大空襲、４月からの沖縄戦、８月６日の広島への原爆投下。８月９日の長崎への原爆投下を経て、８月１４日のポツダム

宣言の受諾を経て敗戦が決まり、その後ＧＨＱのマッカーサー司令官のもとで平和国家を目指し、今日に至っています。その意味では８月は日本にとっては大切な月で、新聞などでいろいろな記事が載り、志成館でも、毎年平和

を願ったＡＳＳＥＴＳ出しています。現在ウクライナでロシアと米英が戦争をしています。また、台湾をめぐって、今にも米中の戦争が始まろうとしています。（習近平さんはアメリカ下院議長のナンシー・ペロシさんの訪台に

対する怒りをじっとこらえて、アメリカ合衆国に対する戦争への誘導に載らないように、つまりプーチンさんのようにアメリカ合衆国の罠にはまらないように我慢しているように見えます。８月３日森）そんな８月なので、最初

に世界の最近の軍事情報をＡＳＳＥＴＳに載せます。無視したりが逆に怖がったりしないでください。「真実」を知ってよりよい世界のためにあなた達が活動するしか解決方法はないのですから。神に祈っても無駄ですよ。 

※志成館は ASSETS の原稿をとてもたくさん保存しています。今回は「平和」というテーマでの、今年前半の資料のうちの余りを集めたものです。はみ出 ASSETS その① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ASSETS OF OUR LIVES 2022年 10月 01日 第 36巻 17号 ≪確かな知識や教養を身につけ・豊かな心を育て・充実した人生を‼≫  

【下】アメリカ合衆国のような先進国は、自分たちだけ核兵器

を持ち、いまだ核兵器を持たない国々が「核兵器を製造して自

国の安全を守ろうとする」と、その国を脅して経済制裁を科す

ということが続いていますが、何かおかしくありませんか。ロ

シアを含めて「強い国が、自国の優位を保つために、何も武器

を持たない人を脅して、武器を持たせないようにする」という

ことは、典型的ないじめになりませんか？しかもですよ、この

ような政策の指導国であるアメリカは、今や民主主義も自由も

壊れかかっているのですから。まず、アメリカやロシアが核兵 

器をなくすことが最優先のはずだと思います。いかがでしょう

か。北朝鮮だけの問題ではないのです。 

【左下】【下】このような素晴らしい本もありますよ 

【上】2022年の今年の 9月末、アメリカ合衆国は、小惑星が地球に衝突する可能性があることを想定して、小惑星

に宇宙船を衝突させて、小惑星の軌道の変更が可能かをテストしました。ですから、上の映画はコメディではあり

ません。現実に起こり得ることがテーマなのです。ハリウッドの映画は、時代の先読みをした映画がとても多いの

です。映画で近未来の予測や最新科学の内容が理解できますよ。本当です。ちなみにこの映画の出演者である大ス

ターのレオナルド・デカプリオさんは、「熱帯雨林の消滅を防ぐための活動」を熱心になさっています。 

【左】「満州事変」が起こった年は覚

えていますか？今年でちょうど 90年

だから、来年の高校や大学の入試に出

る可能性は高いのです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現代が学べる 志 成 館 

【下】言葉にならないほどの悲惨なアフガニスタンの人々の現状です。こ

れらすべて旧ソ連と自由と人絹を標榜するアメリカとその同盟国 

がもたらした悲劇なのです。 

【下】森は授業中に「今の時代は生きにく

い」と話すことがあります。その理由は、

下記の上ださんが言うように、他者に対し

て広く「助けてといえない社会である」こ

と、また「助けてと言っても誰も助けてく

れない社会」であることだと思います。人 

と人とのつながりが切れているのでしょう。 

ドローンによるターゲット殺人を始めたのは、アメリカ合

衆国のオバマ大統領です。これ以降、ドローンの操縦者は

おいしいコーヒーを飲みながら、ゲーム感覚で人殺しをし

ているような世界になりました。2022年 9月までのウクラ

イナでの戦争の多くがこのドローンによる戦争になってお

り、ドローンをつくっているアメリカはもちろんトルコな

ども大儲けで、笑いが止まらないという状態です、人が死

につづけているというのに。 

アメリカ合衆国は世界中にたくさんの敵を持っ

ている国であることに気が付いてください。実

はアメリカこそが最も危険な国なのです。エマ

ニュエル・トッドさんやノーム・チョムスキー

さんなどの多くの知識人の共通意見なのです。 

メタバースとは反対に、ビジネスはリアルへ？面白いですね。 


